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 ARISS スクールコンタクトは，アマチュア無線

（Amateur Radio）を使って，地球上空約 400km を周

回する国際宇宙ステーション（ISS）に常駐する宇宙飛

行士と子供たちが交信する宇宙通信のことです．ARISS

スクールコンタクトは NASA（米国航空宇宙局）の青少

年向け教育プログラムの一つとして実施されています． 

 東海地方では，2005 年日本国際博覧会（愛・地球博）

開催中の 9 月 2 日，遊びと参加ゾーン「わんパク宝島」

パビリオンアマチュア無線ブースで，初めての ARISS

スクールコンタクトが実施されました．愛・地球博上空

を通過する約９分間，小学１年から高校１年までの２０名全員が宇宙飛行士と英語での交信に成功し，

会場は大きな感動と拍手に包まれました． 

 本協議会では，日本のアマチュア無線界を代表する社団法人の一組織として，この ARISS スクール

コンタクトの準備から実施まで，あらゆる面をサポートしています．現在，多くの子供たちに感動を与

えるべく，東海地方で今後行われる ARISS スクールコンタクトを実施する場所を探しているところで

す． 

 

○ARISS スクールコンタクト実施の流れ 

１．スクールコンタクトを実施する組織の立ち上げ 

過去には，小中学校や保護者団体，日赤等の奉仕団体が

ARISS スクールコンタクトを実施しています． 

２．実施 1 年前程度に NASA へ申請書を提出 

ARISS スクールコンタクトを実施する場所を決め，申

請書を提出します．基本的に到着順でスクールコンタク

トが実施されますが，会場上空を ISS が通過する時間

が長い等の条件がマッチした団体が優先されることが

あります． 

３．総務省総合通信局へ無線局を申請 

ISS との交信のために特別に許可されるアマチュア無

線局の申請を行い，免許状の発行を依頼します．運用オ

ペレータの資格証明や開催地の教育委員会の後援書等

の必要書類を提出します． 

４．交信練習や宇宙などの科学について勉強会を開催 

宇宙飛行士との交信で使う英語の練習や，宇宙に関する

講演を聞き，無線通信や科学についての知識を深めます． 

５．無線設備の準備 

できるだけ長時間の交信を実現するためには，近くに高

い建物等がない場所にアンテナを設置する必要があり

ます．学校の屋上等が利用されるケースが多いようです． 



６．指定時刻に ARISS スクールコンタクトを実施 

ちょうど地平線から現れた ISS が（この時点で距離約

2000km），上空を通過し（この時点で距離約 400km）

再び地平線に隠れるまで（再び距離約 2000km）の 9

分間，アンテナを ISS に合わせ続け，その間に子供た

ちは次々とマイクを持ち替え宇宙飛行士との交信を実

現します．過去の実績から，１回のスクールコンタク

トでは，約 20 名の交信が限界と思われます． 

 交信が終わると，子供たちだけでなく，その場に居

合わせた大人も夢と感動を味わうことができます． 

７．NASA へ交信報告書を提出 

宇宙飛行士と交信した内容や，ビデオ等の情報を送り，NASA で記録として残します． 

 

○子供たちが宇宙飛行士と交信するためのお願い 

・ アンテナ設置できる場所（学校等）のご紹介 

できれば実施3ヶ月程度前には ISSと交信するためのアンテ

ナを学校屋上等に設置させていただきたく思います．できる

だけ地平線が見える高い建物の少ない場所が最適です．アン

テナは一般に市販されている BS テレビアンテナ設置基台に

取り付けます．設置場所に必要な面積は 2m×2m 程度です． 

・ 交信する子供たちのご紹介 

宇宙飛行士と交信する機会はとても少ないため，アンテナを

設置する学校周辺を中心とした地域からの 10 名に加え，全

国から公募した10名の合計20名の小中学生を宇宙飛行士と

交信するチャレンジャーとすると良いと思います．過去には

小学 1 年の女の子も ARISS スクールコンタクトに成功して

います．ただし，ISS ミッションの関係で急に交信日が延期

されることもありますので，募集時点で中学 2 年生程度まで

が望ましいです（高校生は無線運用の特例を受けられず，無

線従事者免許の取得が必要） 

・ 科学に関する講義を開講 

子供たちは事前に交信のための英語の練習だけでなく，宇宙に関する科学等のレクチャーを受けること

により，士気と教育効果が高まると考えられます．宇宙航空研究開発機構（JAXA）等から外部講師の

派遣を手配することも可能です． 

・ 交信当日は発表会を開催 

交信日に子供たちの交信を披露する発表会を開催します．主な出席者は子供たちの保護者・教員や，地

域の各種協議会等の皆様です．その様子は，NASA に報告されます．放送・報道等の取材を受けること

もあります． 
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